
 

睡眠時無呼吸を治療するとなぜ体重が増えるのか？ 

－基礎代謝の変化と食生活の重要性－ 

 

今回、京都大学大学院医学研究科呼吸器内科学の立川良大学院生と同研究科呼吸管理

睡眠制御学講座の陳和夫特定教授らは、同研究科糖尿病・内分泌・栄養内科学の池田香

織特定助教と共同研究を行い、睡眠時無呼吸症候群の患者が持続性陽圧気道(CPAP)によ

って治療を受けた後に、体重が増加するメカニズムを明らかにしました。この結果は 2016

年 3 月 1 日正午(アメリカ東部時間)に「American Journal of Respiratory and Critical 

Care Medicine」のオンライン版で公開されました。 

 

研究者からのコメント（陳和夫特定教授）： 

わが国でも頻度の高い中等症・重症の閉塞性睡眠時無呼吸患者の臨床症状の改善や脳心

血管障害予防に CPAP は有効な治療ですが、CPAP 後に体重が増えやすくなることに注

意が必要です。本研究は、CPAP 後にエネルギーが過剰となるメカニズムを明らかにし、

食事などの生活習慣指導の併用が体重の制御に重要であることを明確に示しました。 

 

【研究の概要】 

肥満と睡眠時無呼吸症候群が深く関係していることは良く知られていますが、睡眠時無

呼吸症候群の患者を CPAP で治療した後にも体重の増加現象が見られることが、最近に

なって知られています。立川良大学院生（京都大学大学院医学研究科呼吸器内科学）陳

和夫特定教授（同呼吸管理睡眠制御学講座）らは、池田香織特定助教（同糖尿病・内分

泌・栄養内科学）らとともに、この現象のメカニズムを明らかにするために、CPAP の

治療前後でのエネルギーバランスの変化とそれに関係する因子について総合的な検討を

行いました。交感神経活動の低下などによって CPAP 治療後に基礎代謝は約 5%低下し

ており、エネルギー消費量の低下が体重増加の背景にあることが示されましたが、さら

に実際の体重増減により重要なのは、食事内容や食行動の問題などエネルギー量の摂取

に関係する項目であることも明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 



図 1  CPAP 前後での基礎代謝量・身体活動量・摂取カロリーの変化 

 

基礎代謝量は体重増加者・非増加者いずれも約 5%低下し、また身体活動量は両群とも変

化がありません。このことから、エネルギー消費量は治療によって両群とも同じように

低下していると考えられます。一方で、エネルギー摂取量は体重増加者において治療後

に多くなっており、体重変化が食事内容に左右されていることが分かります。 

 

 

図 2 体重増加者と非増加者に見られる食行動の違い 

 

食行動は 7 つのカテゴリーで評価され、スコアが高いほど肥満につながりやすい食行動

の乱れがあることを意味します。体重増加者では一貫してスコアが高く、食行動が乱れ

ている人では過食から体重増加を起こしやすいことが分かります。また、体重非増加者

では経過とともにスコアが低下しており、食生活・食行動の改善を伴っていたことが分

かります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

【本研究のメッセージ】 

現在わが国の CPAP 治療患者は約 40 万人（推定される睡眠時無呼吸症候群は全国で

300~500 万）で、6-7 割の方は肥満あるいは過体重です。肥満は生活習慣病の重要な危

険因子であり、体重は適正に管理する必要がありますが、睡眠時無呼吸が CPAP で良く

なった後も体重のコントロールに悩む場合が少なくありません。本研究によって、睡眠

時無呼吸の患者さんは治療後にいわば省エネ体質となっていることが示されました。体

重を意識せずにいると容易に体重が増える状況にあると言えます。この関係は禁煙後の

体重増加とよく似ています。禁煙後に体重が増える原因は、ニコチンを絶つことによっ

て食欲が亢進するだけでなく、基礎代謝が 5-10%低下することにもあるからです。体重

増加を防ぐためには特に食生活に気を配る必要がありそうです。 

「体が楽になった分だけ余分なエネルギー消費がなくなった」という見方をすれば、

CPAP 後の体重増加は必ずしもネガティブに捉える必要はありませんが、しかし体重管

理の面からは、CPAP 治療前には体重について注意を喚起し、生活習慣の改善指導を併

せて行うことが重要と言えるでしょう。本研究はこれまで不明だった CPAP 後の体重増

加のメカニズムを明らかにし、そのような指導の理論的根拠を示したことに意義があり

ます。 
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